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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アクチン結合タンパク質であるファシンファミリーのメンバーをコードしています。ファシンタンパク質はF-アクチンを平行な束に組織化し、アクチンを基盤とした細胞突起の形成に必須です。コードされているタンパク質は、細胞の移動、運動性、接着、および細胞間相互作用において重要な役割を果たします。この遺伝子の発現はいくつかのマイクロRNAによって制御されることが知られており、この遺伝子の過剰発現は細胞運動性を高めることで、複数の種類の癌の転移に影響を及ぼす可能性があります。この遺伝子の発現は、ホジキンリンパ腫におけるリード・シュテルンベルグ細胞のマーカーでもあります。この遺伝子の偽遺伝子は、15番染色体長腕に位置しています。[RefSeq提供、2011年9月] 疾患：乳癌の肺転移を特徴づけ、媒介します。FSCN1は機能的に検証されていませんが、最も高い統計的有意性を示しています（P<0.000001）。肺転移シグネチャーを発現する被験者は、発現しない被験者と比較して、無肺転移生存率が有意に低いものの、無骨転移生存率は低いままである。,機能：アクチン線維を、アクチン／ファシン比が最低4.1：1となるように束状に組織化する。おそらく、微小スパイク、膜ラッフル、ストレスファイバーに存在するアクチン線維束の組み立てに関与している。,翻訳後修飾：Ser-39のリン酸化は、ファシンのアクチン結合能を阻害する。,類似性：ファシンファミリーに属する。,サブユニット：β-カテニンと関連する。,組織特異性：普遍的。,
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	FSCN1 抗体を使用した A549 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	Fascin 1ポリクローナル抗体を用いたA549、HuvEc、HT29、K562、L929細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

